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高齢者の保健・医療・福祉をひとつに (
仮
称
)
松
戸
市
立
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設

高

塚

新

田

に

平

成
5

年
1
0
月

オ

ー

プ

ン

来
る
べ
き
高
齢
化
社
会
に
備
え
て
、
市
で

は
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
保
健
・
医
療
・
福

祉
が
一
体
と
な
っ
た
(
仮
称
)
松
戸
市
立
福

祉
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

同
セ
ン

タ
ー
は
、
国
立
松
戸
病
院
の
跡
施

設
を
利
用
す
る
も
の
で
、
病
院
と
老
人
保
健

施
設
か
ら
な
り
、
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
に

総
合
的
に
対
応
で
き
る
、
理
想
的
な
地
域
福

祉
医
療
を
展
開
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
は
平
成
5
年
1
0月
の
予
定
。

福

祉
医

療
セ

ン

タ
ー
開

設

へ
の
動
き

昭
和
6
2年
の
国
立
松
戸
病
院

を
廃
止
す
る
と
い
う
国
の
決
定

に
、
病
院
の
存
続
が
か
な
わ
ぬ

以
上
、
市
で
は
、
む
し
ろ
積
極

的
に
こ
れ
に
対
処
し
て
い
く
方

向
で
動
き
出
し
ま
し
た
。

国
立
病
院
の
土
地
・
施
設
の

市
へ
の
払
い
下
げ
を
国
に
要
請

す
る
一
方
、
市
長
の
諮
問
機
関

と
し
て
医
療
関
係
者
や
市
議
会

議
員
な
ど
で
構
成
す
る
、「
病
院

跡
施
設
利
用
を
検
討
す
る
懇
談

会
」
を
設
置
。

昨
年
3
月
に
は
、「
高
齢
化
社

会
に
備
え
て
保
健
・
医

療
・
福

祉
の
連
携
の
も
と
に
、
包
括
的

な
医
療
の
拠
点
と
し
て

、
福
祉

医
療
セ
ン
タ

ー
を
発
足

す
べ
き

も
の
」
と
い
う
骨
子
の

懇
談
会

の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た

。

今
年
6
月
に
は
、
土

地
約
三

万
九
千
平
方
㍍
、
建
物
の
延
床

面
積
約
一
万
五
千
平
方
㍍
を
国

か
ら
譲
り
受
け
、
病
院
の
開
設

の
許
可
も
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
福
祉
医
療
セ

ン
タ
ー
開
設
へ
の

動
き
が
本
格

化
し
、
今
月
、
施
設
の
増
改
築

工
事
に
着
手
し
ま
し
た

。

同
時
に
医
療
従
事
者
の
確
保

な
ど
の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

高

齢
者

が
総

合
的

に
診

療
を

受

け
ら

れ

る
病
院

福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
の
病
院

機
能
は
、
基
本
的
に
二
つ

の
性

格
を

持

っ
た

も
の

に
な

り
ま

す
。一

つ
は
、「
在
宅
ケ
ア
支
援
機

能
」
で
す
。
高
齢
者
が
心
と
体

の

両

面
の

尊

厳
を

保
ち

な
が

ら
、
独
立
し
た
「
ヒ
ト
」
と
し

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

支
援
し
て
い

き
ま
す
。

二
つ
め
は
、「
地
域
医
療
に
お

け
る
補
完
機
能
」
で
、
市
内
の

保
健
機
関
や
医
療
提
供
施
設
で

充
足
で
き
な
い
機
能
を
補
完
し

て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
老
年

訶
の
総
合
的
診
療
を
行
い

、
診

療
科
目
は
、
内
科
、
外
科
、
呼

吸
器
科
、
循
環
器
科
、
理
学
診

療
科

な

ど
十

六

科
目
を

予

定

し
、
ベ
ッ
ド
数
は
二
百
床
で
す
。

ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
(
緩

和
ケ
ア
)

に
も
取
り
組
む
こ

と

を
考
え
て
い
ま
す
。

施

設

ケ

ア

と

在

宅

ケ

ア

の

間
を

つ

な
ぐ

老
人

保
健

施
設

病
院
と
と
も
に

設
置
さ
れ
る

老
人
保
健
施
設
は

、
病
院
や
老

人
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
ケ
ア
と
。

在
宅
ケ
ア
と
の
間
を
つ

な
ぐ
中

間
施
設
、
通
過
施

設
と
し
て

位

置
付
け
ら
れ
る
施

設
で
す
。

具
体
的
に
は
、
病
状
が
安
定

し

入

院

治

療

の

必

要

は

な

い

が

、

家
庭

へ

す

ぐ

戻

る
と

い

う

段

階
で

は

な

い

人

を

、
家

庭

へ

帰

れ

る
よ

う

支

援

す
る

た

め

の

施

設
で

、
規
模

は

五

十
床

で

す

。

保

健
・

医

療

・

福
祉

を

一

体

と

し

た

福

祉

医

療

セ

ン

タ

ー

は

、

来
年
1
0
月

の

オ

ー
プ

ン

に

向
け
て

、
準
備

を
進
め
て

い
ま

す
。

ま

た

、

福

祉
医

療

セ

ン

タ

ー

に

隣
接

し
て

、
当

セ

ン

タ

ー

と

関

連
を

も

っ

た

保
健

・
福

祉

施

設
が

、

民

間

事

業
者

に

よ

り

整

備
さ

れ

る

予

定
で

す

。

蠢

福
祉

医

療
セ

ン

タ

ー
開

設

準

備
室

完
成
予
想
図

(仮称) 松戸市立福祉医療センター

所 在 地 高塚新田123-13

施設規模 病院200 床

老人保健施設50 床

わ

た

し

の

夢

風 間 彩 さん( 松ヶ丘小学校3 年)

「彩さんのマンガ大すき。だって、夢があ

るんだもの」。子どもたちが、よろこんで読ん

でく れる、マンガをかきたいな。マンガ家に

なることが、私の夢。ひまがあると、マンガ

をかいている私です。夢がかなうといいな。 夢のあるマンガをかきたい彩さん

市役所は、平成5 年1 月から毎週土曜日が休みになります。



第4 回

お
は
な
し

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
2

市
内
外
の

、
お
は
な
し
の

大
好
き
な
子
供
た
ち
や
、
人

形
劇
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
お
は

な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
く

催
し

ま
す
。

会
場
と
な
る
青
少
年
会
館

内
の
五
つ
の
部
屋
で

、
楽
し

い
お
は
な
し
の
会
や
人
形
劇

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

ご
家
族
連
れ
で

お
い
で
く

だ
さ
い

。

費
用
・
:
無
料

薦
市
立
図
書
館

。一一
6
5
-
5
1

1
5

番

みんなで見に来てね

馬橋北小・人形劇団トトロ

部長古川愛さん(6年)・右
副部長 油田 英宜く/し(6年)・左

私

た
ち

の
出

し

物
は

「
大

き
な
か
ぶ
」
で
す
。
大
き
く

育
っ

た
カ

ブ

を
、
人

も

動
物

も
み

ん

な
で
力

を
合

わ

せ
て

引
き
抜
く
と
い

う
お
話
で
す

。

人
形

の

動

き
と
セ

リ
フ

を

合

わ
せ

る
の
に

苦
労

し

ま
し

た
が

、
楽

し
い

作
品

な
の

で

、

皆

さ
ん
見

に
来

て

く
だ

さ
い

ね

。

練習に励む馬 橋北小学校人形劇団トト ロの皆さ ん( 右上は団長の柳田先生)

12月6日(日)

午前1O時～午後2時

会 場・ 青 少 年 会 館

ち ば 文化 祭 参 加 事 業

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

新
た
な
対
象
区
域
の
説
明
会
を
開
催

下
水
道
は
、
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
と
、
河
川
な
ど
の
公

共
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
ぐ
た

め
の
大
切
な
施
設
と
し
て
、
そ

の
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
松
戸
市
の
下
水
道
普

及
率
(
下

水
道
を
利
用
で
き
る

地
域
の

人
口

割
合
)

は
四
六
%

で

、
全
国
平
均
の
四

五
%
を
少

し

上

回
り
ま

し
た

。
平

成
5

年
度
で
終
わ
る
第
四

次
総
合
五

か

年
計

画
で

は
、

普
及

率
五

〇
%

を
目
標
に

、
計
画
的
に
下

水
道
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。下

水
道
を
建
設
す
る
費
用
は
、

国
、
県
か
ら
の
補
助
金
や
市
費

(
市
債
・
市
税
)
と
受
益
者
負

担
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
土

地
の
利
用
価
値
が
高
ま
る
た
め
、

直
接
そ
の
利
益
を
受
け
る
土
地

所
有
者
ま
た
は

権
利
者
(

借
地

権
な
ど
の
権
利
を
持
っ
て
い
る

人
)

に
、
建
設
費
用
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

受
益
者
負
担
金
の
額
は

、
一

平
方
㍍
あ
た
り
七
百
円
で
、
三

年
間
(

年
四

期
)
に

分
け
て
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
建
設
に
は
多
額
の

資
金
と
長
い
年
月
を
必
要
と
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
5
年
4
月
か
ら
新
た
に

負
担
金
の
対
象
と
な
る
地
域
で
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い

。
な
お
、
対

象
と
な
る
区
域
内
の
土
地
所
有

者
に
は
、
説
明
会
ま
で
に
案
内

文
と
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
。

蠢
計
画
業
務
課
業
務
係

説 明 会 の 日 程

期日 時間 会 場 受益者負担金賦課対象区域

12/14C月)

午

後

6

時

か

ら

小金北小学校

(体育館)

殿平賀( 向堀・大門付の各一部・原の山・五

郎兵衛屋敷台)、大金平(2 丁目の一部)、中

金杉3 丁目の一部

15(火)
小金小学校

(体育館)

幸谷( ポッケの一部)、小金( 天王脇の一部)、小金

潸志町2 丁目、小金きよしケ丘2丁目の一部、東平

賀(小金裹)、小金上総町の一部

16團
幸谷小学校

(体育館)

馬橋(寺田・上ノ台の各一部)、三ケ月(入
谷津・谷津田の各一部)、ニツ木(向台・上

の台の各一部・宮前・作台)

17附
上本郷小学校

(体育館)

上本郷(花下・三斗時・前田・各一部3)、北松戸1
丁目の一部戸2丁目の一部、北松戸3丁目、南(鳥

踏田・一丁目の各一部)、新作(三丁目の一部・狭間)

1
8(金
)

古ヶ崎南小学校

(体育館)

樋野口( 堤外・大郎次畑・大道通の各一部)、

古ケ崎( 水神前・下中通・三枚田・3 丁目の各

一部)

午

後
6

時

か

ら

プ ロ グ ラ ム

部 屋
体育室

(1 階)

食 堂

(1 階)

音楽室

(2 階)

集会室

(2 階)

クラブ 室

(2 階)

会場名 く ま ぶ た うさぎ あひる ぞ う

午前10時

午前10時15分午前10時30分

午前11時
午前11時10分

午前11時40分午前11時50分

午後O時20分
午後O 時30分

午後1 時
午後1 時10分

午後2 時
午後2 時15分

開 会 式

馬橋北小

人形劇団トトロ

人形劇

「おおきなかぶ」

いずみ
キャラバン

人形劇
「ヘンゼルと

グレーテル」

柴又おはなし
ころりん

人形劇
「ヘンゼルと

グレーテル」

人形劇団

ふうせん
パネルシアター

「マッチ売りの

少女」ほか

ポケット

シフフター
紙芝居

「かさじぞう」
ほか

郡 山 女 子 大 学

人 形 劇

「とりのみじい

さん」ほか

新 松 戸

ベビ ー ホ ー ム

絵 巻 物

「くまさんくまさん

なにみているの」

佐倉おはなし

きゃらばん

人形劇

「ももたろう」

常 盤 平 第 二 小

4 年2 組

人 形 劇

「だいこんにんじんごぼ

う」「ジャックと豆の木」

千葉大学

留学生

素語り
「世界の

おはなし」

ニツ木学童

保育所

人形劇

「おおきなかぶ」

あめんぼの会

ペープサート

「キヤベツくん」

ファミリー劇団
ハツピネス

人形劇

「まつくろネリノ」

いわふね
おはなしキャラバン

人形劇

「あかずきん」

手話紙芝居

わノ会
紙芝居

「もちもち
の木」ほか

吉川町

青少年相談員
ハテナ座

人形劇

「ばけくらべ」

大きなかぶ
の会

人形劇

「三枚のお札」

人形劇サークル

ぽぺつと

人形劇

「金の魚」

新 松 戸 西 小

3 年1 組

絵「しっぽのはなし」

人「かにこちやんと

さるどん」

おはなしきゃらばん

ま ざ あぐ う す

パネルシアタ ー

「 な ん な ん

な あ に 」

松戸市おはなし
キャラバン

人形劇

「まめ太郎」

※1 階ロビ ーでは…

お はなしの人形たちの展示

こどもたちの絵の展示

…などがあり ます。

閉 会 式

1
2月
3
1
日
～
1

月
3

日

ご
み
収

集

・
し

尿
の

く
み

取

り
は
休

み

ま
す

ご
み

収
集
と
、
し
尿
の
く
み

取
り
は
、
年
内
は
1
2月
3
0日
困

ま
で

、
新
年
は
1

月
4
日
側
か

ら
で

す
。

休
み
の

間
は
、
集
積
所
に
ご

み
を
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い

。

年
内
に

く
み
取
り
が
必
要
な

家
庭
は

、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い

。
粗
大
ご
み
の
収
集
申
し
込
み

は
、
年
末
に
多
く
な
り

ま
す
の

で

、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

。

※
1
2月
2
3日
困
は
祝
日
で
す
が
、

ご
み

収
集
と
、
し
尿
の
く
み

取
り
を

行
い
ま
す
。

問
ご
み
=
清
掃
第
一
課
、
し
尿

=
清
掃
第
二
課

門
松

カ

ー
ド
を
1
2
月
1
0
日

か

ら
配

り

ま
す

1
2月
1
0日

附
か
ら
、
市
役
所

玄
関
受
付
、
市
民
課
、
各
支
所

で
門
松
カ
ー
ド
を
配
り
ま
す
。

枚
数
は
一
世
帯
に
つ
き
一
枚
で

す
。町

会
、
自
治
会
単
位
で

ご
希

望
の
人
は
、
窓
口
で
お
申
し

出

く
だ
さ
い
。

固

広
報
課

N
H
K

海
外

た
す

け

あ

い
義

援
金

の
受

け
付

け

受
付
期
間
1
9一月
1

日
㈹
～
2
5

日
窗

受
付
場
所
N
H
K

各
放

送
局
、
郵
便
局
、
取
り
扱
い

標

示
の
あ
る
金
融
機
関
、
J
A
(
農

協
)、
漁
業
協
同
組
合

薦
援
護
課
社
会
係

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年

末
年

始
の

市

の
融

資
業

務

早
期
貸
し
付
け
(

一
資
金
三

百
五
十
万
円
以
内
の
も
の
)
…

随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す

が
、

年
内
に
貸
し
付
け

を
希
望
す
る

場
合
は
、
1
2月
1
0日
困
ま
で
に

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

。

一
般
貸
し
付
け
(

一
資
金
三

百
五
十
万
円
を
超
え

る
も
の
)

・
:通
常
は
毎
月
5
日
に
受
け
付

け
を
締
め
切
り
、
当
月
2
0日
こ

ろ
の
融
資
委
員
会
の

審
査
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
来
年
1

月

分
の
締
め
切
り
は
1
2月
2
5日
幽

で
す
。

蠢
商
工
課
振
興
係

児
童
扶
養
手
当
1
2月
期
分

は
、
1
2月
1
1日
廁
以
降
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

茴
援
護
課
援
護
係

県
の
緊
急
景
気
対
策
特
別
資
金

対 象

県内で1 年以上同一事業を営ん

でおり、最近3 ヵ月の平均売上

高が前年同期比で10% 減少して

いる中小企業者

資金名 運転資金

融資限度額 3,000万円

融資利率 年4.0%

返済期間 5年以内(うち据え置き1 年以内)

信用保証料 年0.8% 以内

融資条件
連帯保証人1 人以上、場合によ

り担保が必要

取扱金融機関 干葉銀行、干葉興業銀行、京葉銀行など

受付期間 12月31日附まで

蠢
松
戸
商
工
会
議
所
容
6
4
-
3
1
1
1
番

下水道の整備も着々と 進んでいます



母子福祉推進員が決まリました

18 地 区224 人

母
子
福
祉
推
進
員
二
百
二
十
四
人
が
、
1
2月
1

日
付
け
で
干
葉
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
三
年
で
、
平
成
7
年
ま
で
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

各
地
区
で
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

母

子

福
祉

推

進

員

制

度
は

、

地

域
で

母
子

家

庭

の

実

態

把
握

に

努

め

、

身
近

な

相

談

相
手

と

な

り

、
母
子

相

談
員

や

民

生
(
児

童
)

委

員
と

協
力

し

な

が
ら

、

母

子

家

庭
の

福
祉

を

増

進
さ

せ

よ

う

と

い

う

も
の

で

す

。

推
進

員

は

全

員

、
地

域

か
ら

選

出

さ

れ

、

市
長

の

推

薦

を

受

け
て

知

事
か

ら
委

嘱
さ

れ
ま

す
。

各
地

域
で

母

子

家

庭

の

精

神

的

支

え

と
し

て

積
極

的
に

活

動

し

て

い

ま

す

。

母

子

福

祉

推

進

員

氏

名
(

敬

称

略

、

順

不

同
)

松
戸

地
区
(

士
(

人
)
・
:
常
盤

緋
佐
子

、
松
葉
淑
子
、
平
野

壽
子
、

福
原
和

枝
、
竹
原
正
子

、
湯

浅
節

子
、
山
田

久
江
、
原
田
美
代
子

、

小
島
可

代
子

、
木
川
道
子

、
大

貫

八
重
子

、
染
谷
輝
枝
、
松
崎

喜
代

子
、
村

山
窈
子
、
川
上
悦
子

、
近

藤
恭
子

明
第
一
地
区
(
十
二
人
)
…
並
木

孝
子
、
伊
藤

信
子
、
岡
本
と
し
子
、

川

井
尚
子
、
徳
浦
フ
サ
子

、
石
引

八

重
子
、
細

島
政
子
、
益
子
昭
子
、

丸

山
清
美
、
簾
内
ア
イ
子

、
松

崎

綾

子
、
瀧
田
紀
子

明
第
二

地
区
(
十
三
人
)
…
岩

瀬

孝
枝
、
飯
箸
滋
子
、
岡
澤

博
子

、

菊

地
み

ち
、
小
松
崎
宏
子

、
白
井

道
子
、
高
橋

貴
代
子
、
秋
葉
王
代
、

大

木
春
子
、
北
島
ミ
エ

、
渋
谷
由

紀
子

、
眞
下

良
子
、
早
野
千
代

明
第
三
地
区
(
十
三
人
)
・
:勅

使

河
原
房
、
安
蒜
惠
美
子
、
平
山
久

枝

、
鉄
矢
り
ん
、
吉
野
宏
子
、
芦

田

和
子

、
増
田

あ
き
子
、
田

邊
す

い
子

、
山
本
康
子
、
吉
岡
光
子
、

関

口
容
子
、
青
山
佳
子
、
鈴
木
と

よ
子明

第
四

地
区
(
十

八
人
)
・
:
秋
山

淳
子

、
池
上

千
代
子
、
富
田
あ
つ

の

、
近
藤
ミ
ネ
、
千
葉
重
子
、
倉

持
幸
江
、
大
塚
糸
子
、
杉
浦
み
つ

、

渡
邉

宮
子

、
嶋
村
イ
セ
、
杉
本
節

子

、
土
谷

俊
子
、
落
合
登
志
子
、

清
野

美
津
江

、
橋
本
一
枝
、
鈴
木

艶
、
大

橋
ま
さ
、
石
田
都
紀
子

矢
切
地
区
(
十
二
人
)
・
:
中
村
美

知
子
、
鈴
木
志
づ
か
、
木
村
瑩
子
、

鈴
木
久
子

、
笠

原
ひ

ろ
子
、
小
澤

淑
江
、

礒
部
清
子
、
安
斉
冨
乃
、

眞
如
紀
子

、
増
田

美
恵
子
、
高

橋

恵
子
、
中
川

加
代
子

東
部
地
区
(
十
人
)
…
井
上
照
子
、

石
井
も
と
、
石
橋
み
つ
、
堀
道
子
、

湯
浅
啓
子

、
渡
邉
昌
代
、
吉
岡
雪

枝
、
豊
田

靖
子

、
川

村
美
津
子
、

笹
谷
長
子

馬
橋
地
区
(
十
七
人
)
…
酒
井
正

子
、
加
藤
江

と
子
、
恩
田
己

恵
子
、

木
幡
マ
サ
ノ
、
佐

藤
い

と
子
、
松

平
義
子
、
石

原
光
子
、
酒
井

洋
子
、

齊
藤
つ
や
、
重
松
幸

枝
、
渋
谷
貞

子
、
大
川
民
子
、
出

山
定
子
、
水

野
昌
子
、
酒
井

満
代
、
大
川

永
子
、

松
本
智
子

新
松
戸
第
一
地
区
(
九
人
)
…
花

島
千
枝
子
、
勅
使
川

原
博
子
、
横

山
禮
子
、
田
中
信
子

、
岡
紀
子
、

譲
原
迪
子
、
佐
藤
佐
江

子
、
八
田

ミ

ナ
エ

、
岡
部
和
子

新
松
戸
第
二
地
区
(
十
四
人
)
・
:

秋
山
照

子
、
海
老
原

智
恵
子
、
北

嶋
美

智
子

、
小
池
幸
代
、
小

菅
ス

ミ
、

中
村
満
里
子
、
塚
本
教
子

、

大

倉
静
江

、
小
川
な
み
江
、
屋

代

紀
子

、
田

中
洲
美
子
、
田
中

富
美

子
、
鈴
木

眞
理

子
、
壬
生
綾
子

高
木
地
区
(
十
三
人
)
・
:
大
塚
よ

ね
子
、

安
蒜

多
美
子
、
伊
藤
ト
シ

子
、
田
村
暁

美
、
小
林
カ
ヨ
子

、

長
谷
川
つ
る
、
晦
日
さ
ゑ
、
日
暮

和
子
、
植
竹
延

子
、
粕
谷
洋
子
、

開
田
昌
子

、

瀬
富
江
、
川
本
京

子
常
盤
平
地
区
(
八
人
)
・
:
野
口
和

子
、
亀
澤
初
見

、
小
林
桂
子
、
塚

田

美
佐
、
田

中
涼
子
、
相
本
廸
代
、

三
田
寺
敏
子

、
常
松
恵
子

常
盤
平
団
地
(
八
人
)
:
櫻
井
た

か
子
、
磯
部
み
つ
子
、
江

澤
昌
子
、

齊
藤
タ
ヒ
子
、

前
田

千
枝
、
柴
田

葉
津
子
、
内
山
妙
子

、
神
代
冨
美

子

五
香
地
区
(
十
一
人
)
…
志
村
美

代
子
、
佐
藤
明
子

、
秋
山
良
子
、

白

子
と
き
よ
、

高
島
春
枝
、
檜
山

多
美
子
、
座
間
君
江

、
弓

削
喜
代

子

、
阿
部
俊
江
、
三

島
美
耶

子
、

堀
内
陽
子

六
実
地
区
(
十
三
人
)
・
:
鈴
木
信

子
、
水
治

悦
子
、
安
西
和
子
、
梶

原
ゆ
き
、
石
黒
マ
サ
、
高
部
信
子
、

小
宮
山
キ
ミ

、
八
代
節
子
、
鈴
木

眞
紀
子
、
小
林
初
江
、
友
野
勝
子
、

野
首
久
美
子

、
川

瀬
蓉
子

小
金
北
部
地
区
(
十
人
)
・
:
豊
田

三
枝
、
大
野
敏
江
、
香
取

喜
知
子
、

池
田
喜
代
子

、
伊
藤
和
枝
、
苅
部

潸
美
、
渡
邊
美
智
子
、
種
山
綾
子
、

鈴
木
久
子
、

鵜
川
ヨ

ネ

小
金
南
部
地
区
(
十
人
)
・
:
柳
下

き
み
、
栗
原

富
枝
、
鹿
間

あ
き
子
、

樋
口
蘭
、
鈴
木
千
枝
子
、
田
嶋
裕

子
、
神
近
幸
枝
、

野
口
よ
し

子
、

大
山
カ
ツ
ヨ
、
市

橋
敬
子

小
金
原
地
区
(
十
七
人
)
…
島
田

洋
子
、
鈴
木
ロ

ク
、
池
田

美
代
子
、

小
野
昌
子
、
吉
田
榮
子

、
鈴
木
延

子

、
宇
佐
見
道
子

、
鈴
木

陽
子
、

高
岡
一
枝
、
鈴
木
き
み
子

、
反

保

豊
子

、
矢
部
千
代
子
、
小
河

路
洋

子

、
渡
部
芙
美
子
、
細
谷

暢
子

、

郷
正
子

、
青
柳
美
佐
子

薦

福
祉

事
務
所
母
子
福
祉
係

市長の窓
千
葉
県
民
と
東
京
都
民
も

そ
の
上
水
道
の
水
源
を
江
戸

川
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
江
戸
川
に
は
松
戸
市

の
坂
川
・
市
川
市
の
真
間
川

な
ど
い
く
つ
か
の
川
が
流
入

し
て
い
ま
す
が
、
家
屋
の
増

加
に
伴
っ
て
そ
の
川
の
汚
れ

が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
応
急
措
置
と
し

て
、
坂
川
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
張

り
、
不
法
に
投
棄
さ
れ
、
流

れ
つ
い
て
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

に
た
ま
っ
た
ご
み
を
収
集
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
様
子
を

テ
レ
ビ
な
ど
で
見
た
方
も
あ

ろ
う
と
存
じ
ま
す
。
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

う
思
う
人
は
私
ば
か
り
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

私
か
市
長
に
な
っ
た
こ
ろ

は
、
ひ
と
た
び
台
風
や
雷
雨

が
あ
る
と
市
内
の
い
た
る
所

で
、
床
下
・
床
上
浸
水
が
現

出
し
、
多
く
の
市
民
が
迷
惑

を
し
て
い
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
松
戸
市

は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を
な

く
す
た
め
に
、
水
路
の
整
備

や
河
川
の
改
修
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
治
水
事
業
に
重
点
を
置

い
て
き
ま
し
た
。

「
水
を
治
め
る
も
の
は
、

国
を
治
め
る
」
と
い
う
言
葉

が
中
国
に
あ
り
ま
す
。
治
水

事
業
は
と
に
か
く
時
間
と
莫

大
な
お
金
の
か
か
る
大
変
な

事
業
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

努
力
の
結
果
、
解
決
の
見
通

し
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
着
工
以
来
約
二

十
年
の
国
分
川
分
水
路
事
業

も
、
平
成
5
年
度
末
に
は
ほ

ぼ
完
成
の
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。

坂
川
や
新
坂
川
の
水
を
早

く
江
戸
川
に
流
す
、
樋
野
口

の
樋
古
根
川
水
門
の
工
事
も

着
工
と
な
り
ま
し
た
し
、
新

松
戸
、
馬
橋
地
区
の
浸
水
防

止
に
大
き
く
役
立
つ
、
北
千

葉
導
水
路
の
松
戸
排
水
機
場

の
馬
力
の
増
強
も
、
来
年
度

着
工
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
か

ね
て
か
ら
精
力
的
に
運
動
し

て
き
た
成
果
が
実
り
つ
つ
あ

る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
私
は
、
い
よ
い
よ

河
川
の

水
質
浄
化
に
取
り
組

も
う
と

決
意
し
、
昨
年
来
、

担
当
部
課
長
に
対
し
、「
川
を

き
れ
い
に
す
る
条
例
」
案
を

策
定
す
る
よ
う
命
じ
て
き
ま

し
た

。
そ
の
原
案
に
つ
い
て

は
、
私
も
自
分
で
筆
を
加
え

る
な
ど
し
、
今
年
8
月
に
は
、

国
や

県
の

河

川

関
係

管
理

職
・
法
律
や
技
術
の
専
門
家
・

関
係

各
種
団
体
の
代
表
者
・

市
民
団
体
で
活

躍
中
の
方
々

で

構

成

す

る
検

討

委

員
会

を

設

置
し

、
そ

れ

ら

の
方

々
か

ら

原

案
に

つ

い

て
い

ろ

い

ろ

意

見

を

聞
き

、

何

回
か

の

会

合

の

末

、
1
1
月

中

旬

答

申
を

い

た

だ
き

ま

し

た

。

こ

の

答

申
を

尊

重
し

て

条

例
案
を
固
め
、
1
2月
定
例
市

議
会
に
「
川
を
き
れ
い
に

す

る
条
例
」
案
と
し
て

提
案
す

る
予
定
で

す
。

全
国
的
に

は
、
四
国
の
四

万
十
川
や
仙
台
市
の
広
瀬
川

な
ど
、
き
れ
い
な
川
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
目
的

と

す
る
条
例
が
あ
り
、
市
で

も
そ
れ
ら
の
条
例
を
参
考
と

し
ま
し
た
が
、
既
に
汚
れ
た

川
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
を

主
な
目
的
と
す
る
条
例
は
初

め
て
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

坂
川
や
新
坂
川
は
一
級
河

川
と
い
っ
て
、
千
葉
県
管
理

の
河
川
で
す
か
ら
、
そ
の
管

理
権
を
市
長
は
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
が
こ

の
条
例
案
作
成
に
あ
た
っ
て

苦
慮
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

川
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宮
間
満
寿
雄

具
体
的
に
は
川
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
の
、
市
長
や
市
、

市
民
、
事
業
者
の

責
務
に
つ

い
て

定
め
、
ま
た
、
市
で
は

川
を
き
れ
い
に

す
る

推
進
本

部
を
つ
く
っ
て

、
定
期
的
に

河
川
の
パ
ト
ロ

ー
ル
や
水
質

の
公
表
、
市
が
管
理
す
る
坂

川
や
新
坂
川
の

支
川
の
浄
化

施
設
の
設
置
な
ど
に
つ

い
て

も
規
定
し
て
い

ま
す
。

間
も
な
く
市
議
会
に
お
い

て
こ
の
条
例
案
の
審
議
が
始

ま
り
ま
す
が
、
そ
の
審
議
の

経
過
を
重
視
し
つ
つ

、
河
川

の
水
質
浄
化
に
真
剣
に
取
り

組
む
つ

も
り
で
す
。
条
側
か

議
会
を
通
過
し
た
後
は
、
官

民
一
体
と
な
っ
て

取
り

組
む

こ

と
が
、
何
よ
り
も
大
切
な

こ

と
で

す
。

歯
を
大
切
に

哺
(
ほ
)
乳
瓶
に
ご
注
意

赤
ち

ゃ
ん
を
育
て

る
に
は

母
乳
が
一
番
で

す
。

栄
養
が
理
想
的
な
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
の
乳

首
を
吸
う
こ

と
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
あ

ご
を
は
じ
め
、
口
の

周
辺
の
筋
肉
の

発
達
を
促
し
、

ま
た
、
噛
(
か
)
む
こ
と

も
、

話
す
こ
と
も
、
表
情
を
豊
か

に
す
る
の
で
す
。

人
口
栄
養
で

育
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
、
ほ
乳
瓶
と
乳

首
の
使
い

方
を
間
違
わ
な
け

れ
ば
、
口
の

周
り
の
発
達
も

促
し
、
む
し

歯
の
発
生
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
ほ
乳
瓶
の
乳
首
の

長
さ
や
穴
の
大
き
さ
、
ほ
乳

瓶
を
使
う
期
間
な
ど
、
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

。

ま
ず
、
ほ
乳
瓶
の
乳
首
が

長
す
ぎ
た
り
、
穴
が
大
き
す

ぎ
た
り
す
る
と
、
も
の
を
飲

み
込
も
う
と
す
る
際
に

、
舌

を
歯
の

間
に
は
さ
み
こ
ん
だ

り
す
る
悪
習
癖
が
つ
い
た
り

し
ま
す
。

一
度
つ
い
た
悪
い

癖
は
、

な
か
な
か
直
せ
ま
せ
ん

。
こ

れ
が
原
因
で

、
噛
み
合
わ
せ

が
悪

く
な
っ
て
し

ま
う
こ

と

も
あ
る
の
で

す
。
噛
み
合
わ

せ

、
歯
並
び
が
悪
い
と
む
し

歯
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

ま
た
、
ほ

乳
瓶
を
使
う
期

間
は

、
で
き
る
だ
け
短
い
ほ

う
が
よ
い
の
で

す
。
ほ
乳
瓶

で
ジ
ュ

ー
ス
や

牛
乳
、
乳
酸

菌
飲
料
な
ど
を
飲
ま
せ
て
い

る
と
、
ほ
乳
瓶
齲
蝕
(
う
し

ょ
く
)

と
呼
ば
れ
て
い

る
、

前
歯
に
広
が
る
む
し
歯
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
す
。

飲
料
な
ど
を
与
え
る
場
合

は
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の

意
味

も
含
め
て

、
コ
ッ
プ
で

飲
ま

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ほ
乳
瓶
を
長
時
間
口
に

含

ま
せ
て
い

る
こ

と
も
良
く
あ

り
ま
せ
ん

。
授
乳
は
十
五
分

か
ら
二
十
分
を
目
安
に
す
べ

き
で

す
。

さ
ら
に

、
眠
っ
て
い
る
間

は
、
だ
液
の
分
泌
量
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

こ

れ
は
大
人
も
子
ど
も
も

同
じ
で

、
む
し
歯
に
な
り
や

す
い

状
態
に
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら

、
だ
い
た
い
八
ヵ
月

を
過
ぎ
た
ら
、
で

き
る
だ
け

夜
中
の
授
乳
は
避
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)

11月18日、「川をき れいにする条例」

検討委員会から 答申 書の提出を受け

る市長( 写真・右)



市
の
職
員
給
与
等
に

つ
い
て

市民の皆さんに市の一般職および特別職の給与

等について理解していただくため、その概要をお

知らせします。

顏人事課給与係

職員給与等の状況

人件費の状況( 普通会計決算)

区 分
住民基本台帳

人口(年度末)

歳出額

(A)
実質収支

人件費

(B)

人件費率

(B/A)

(参考)2年度

の人件費率

3年度
(4 年3.31)
451,696.人

1,055,4茴
扞円獵J5

7刊
2哺4,(厠

訐P]
23.3% 23.5%

人件費には、給料、報酬、諸手当、共済費等が含まれます。

一般職員給与費の状況( 普通会計当初予算)

区 分
職員数
(A)

給 与 費

1人当たり給与費(B/A)

職員1人当たりの住民数

給料 職員手当 期末勤勉手当 計(B) 松戸市 県内市

分平均4年度
(4年4.1)

3,245人

116,砌万

6刊

理,71函
円

62剿 瀕 万

扞 円

21亂6笥

9伺
672万6伺 139.2人 119.2人

1.この「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特

殊勤務手当、時間外勤務手当等が含まれ児童手当、退職手当を除いたものです。
2. 職員1 人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなり ます。松戸
市は、他市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。

職員の平均給料月額および平均年齢の状況( 平成4 年4月1日現在)

区 分
一般行政職 技能労務職

平均給料 平均年齢 平均給料 平均年齢

松戸市 293,386円 38歳8 月 273,217円 48歳5 月

国 275,128円 38歳8 月 255,164円 48歳O 月

1. 一般行政職とは、税務職、医療職、消防職、教育職、企業職、技能労務職等を除いた
職員をいいます。

2. 技能労務職とは、目動車運転手、守衛、作業員、用務員、給食調理員等をいいます。

職員の初任給の状況(平成4年4月1日現在)

区 分

松 戸 市 国

初 任 給
採用2年経過日の
給 料 額

初 任 給 採用2年経過日の
給料額

一般
行政職

大学卒 167,300円 180,000円
I 種168,00(〕円 180,000円

II種153,700円 167,300円

高校卒 133,800円 147,100円 124,900円 133,800円

職員 の経験年 数別・ 学歴別 平均 給料月額 の状況( 平成4 年4 月1 日現在)

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数2〔)年

一般行政職

大学卒 249,031円 291,981円 337,712円
高校卒 222,272円 263,400円 297,648円

技能労務職 196,899円 208,913円 267,298円
経験年数とは、学校卒業後直ちに市に採用され、引き続き勤務している場合には採用後の

年数をいい、採用前【こ民間歴等のある場合には、その期間を換算して採用後の年数に加算
した年数をいいます。

一般行政職の級別職員数の状況( 平成4年4月1日現在)

石谷~~ 懇 9級 8級 7 級 6級 5 級 4級 3級 2級 1級 計

標準的な職務内容 局長 部長 課長 補佐 主幹 係長 主任主事 主事・技師 事務

員技

術員

職 員 数 2人 26人 129人 74人 267人 320人 578人 502人 104人 2,0(〕2人

構 成 比 0.1% 1.3% 6.4% 3.79613.3% 16.0% 28.996 25.1% 5.296 100%

参

考

1年前の構成比 0.1% 1.395 6.696 3.1% 11.5% 11.756 33.8% 28.8% 3.196 100%

言 ぺ 悪卜 8級 7級 6 級 5級 4級 3級 2 級 1級 卜
5年前の構成比 へ 1.256 6.0% 3.0% 8.1% 4.1% 23.7% 51.196 2.8% 100%

髱 給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2. 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

昇給期間短縮の状況

区 分 合 計 一般行政職 技能労務職

3年度

職員数(A) 2,521人 1,973人 548人

普通昇給期間(12~24月)を短縮して
昇給した職員数(B)

79人 45人 34人

比 率(B)/(A) 3.195 2.3% 6.2%

2年度

職員数(A) 2,529人 1,979人 550人

普通昇給期間(12~24月)を短縮して

昇給した職員数(B)
46人 37人 9人

比. 率(B)/(A) -1.8* 1.995 1.6%

職員手当の状況

区分 松 戸 市 国

期末

手当

勤勉

手当

(3 年 度支給割合)

期末手当 勤 勉手当

6 月 期1.6 月分0.6 月分

12月 期2.1 月分0.6 月分

3 月 期0.55 月分 一月分

計4.25 月分1.2 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

(3 年度支給割 合)

期末 手当 勤勉手当

6 月期1.6 月 分0.6 月分

12月 期2.1 月 分0.6 月分

3 月期0.55 月 分 一月分

計4.25 月 分1.2 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

退職

手 当

(支給率) 自己都合 勧奨・定年

勤続20年21.0 月分35.67165 月分

勤続25年33.75 月分46.02255 月分 ・

勤続35年47.71 月分64.9992 月分

最高限度額60.0 月分64.9992 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置(2%~20% 加算)

退職時特別昇給

勤続20年以上…1 号俸または2 号俸

1人当たり平均支給額(3 年度)

自己都合308万2千円 勧奨・定年1,738万7千円

(支給率) 自己都合 勧奨 一定年

勤続20年21.0 月分28.875 月分

勤続25年33. 乃月分44.55 月分

勤続35年47.5 月分62.7 月分

最高限度額60.0 月分62.7 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置(2%~20% 加算)

退職時特別昇給…1 号俸

1. 退職手当支給率は平成4 年度中の支給率を記載してあり ますが、最高支給率は昨年度に引き続き本年
度においても引き下げを行い、平成5 年度からは国と同じ支給率になります。

2. 松戸市の自己都合の最高限度額については、45年間勤続した率です。

調整手当

(4 年4 月
1日現在)

支給対象地域' 全 地 域

支 給 率 10%

支給対象職員数 3,203人

国の制度( 支給率) 3%

支給対象職員1 人当たり平均支給年額(3 年度決算) 348,123円

特殊
勤務手当

(3 年度)

区 分 全 職 種

職員全体に占める手当支給職員の割合 45.696

支給対象職員1 人当たり平均支給年額 52,295円

手当の種類( 手当数) 29種類

代表的な

手当の名称

支給額の

多い手当

技術研究調査手当、保育手当、し尿・

ごみ等収集処理手当、特殊現場勤務

手当、自動車運転手当

多くの職員に支給

されている手当

保育手当、危険作業手当、技術研究

調査手当、税務手当、救急出勤手当

時間外

勤務手当

3年度
支給総額 1〔M4.519 万3 千円

職員1 人当たり支給年額 38万2 千円

2年度
支給総額 9億348万7 千円

職員1 人当たり支給年額 32万8 千円

(平成4 年4 月1 日現在)

区分 内 容
国の制度

との異同
国 の制度と異なる内 容

扶養
手当

配偶者16,000 円

配偶者以外の扶養親族のうち2人5,500円

配偶者なしの扶養親族のうち1人11,000円

その他の扶養親族1,000 円

同じ

住居
手当

借家・借間居住者

8,500円 を超え17,000 円以 下の

家賃支払者

家賃-8,500 円

17,000 円を 超える 家賃支払者

(家賃-17.000 円)

×1/2 十8.50C〕円≦23,〔)00円

持家居住者7,000 円

その他の者2,000 円

異なる

国の場合
借家・借間居住者
11,000円を超え21,000円以下の

家賃支払者

家賃-11,000円
21,000円を超える家賃支払者

(家賃-21,000円)
×1/2 十10,000円≦23,000円

新築・購入後5 年間2,500 円
その他の者1,000 円 、

通勤

手当

40,0a〕円以下の運賃…運賃の金額

40,00(〕円を超える運賃

(運賃-40,000円)
×1/2 十40,000円≦45,000円

同じ

特 別 職 の 報 酬 等 の 状 況( 平成4 年11月1 日現在)

区 分 報 酬 等 月 額 期 末 手 当

市 長

助 役
収入役

980,00(〕円

810,000円
710,000円

(3 年度支給割合)

6月期2.2 月分

12月期2.7 月分

3月期0.55 月分
計5.45 月分

議 長

副議長
議 員

680,0{〕O円

620,000円
550,000円

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念

松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会

1
月
1
0日
面

午
前
8
時
受
け

付
け

・
9
時
開
会
式

会
場
運

動
公

園

惠
1
2月
2
0日
㈲
ま
で
に
、
所
定

の
用

紙
に
種
目
・
住
所
・
氏
名
・

勤
務
先
(
学
校
名
)・
生
年
月
日

を
記
入
し
、
費
用
を
添
え
て
ス

ポ
ー
ツ
課
(
運
動
公
園
内
)
ま

た
は
小
金
原
体
育
館
・
常
盤
平

体
育
館
の
窓
口
へ

騒一
ス
ポ
ー
ツ
課
昔
6
3
-
9
2
4

1
番

種 目 距離 対 象 費用

一般男子

一部 10km
市内在住・在勤
・在学者

3〔)O円一般男子
二部

5km

市内在住・在勤
で39歳以下

壮年の部
市内在住・在勤

で40歳以上

中学

男子の部

市内在住・在勤

の中学2 ・3年生

無料
中学1 年

男子の部

市内在住・在学

の中学1 年生

中学
女子の部

3km

市内在住・在勤
の中学生

一般
女子の部

市内在住・在勤
・在学者

300円

市外の部 10km
市外からの

参加者
400円

平
成
5
・
6
年
度
「
物
品
買
い
入
れ
等
」

指
名
競
争
入
札
参
加
希
望
者
を
受
け
付
け

新年を走ろう

受

付

日

時
・
:
1

月
一
1
1
1
1

一
日

㈲

~
2
9
日

窗
(

土

・

日

曜
日

・
祝

日

を

除

く
)
、

午

前
8

時
3
0
分

～

午

後
4

時
3
0
分

受

付
場

所
・
:
管

財

課

、
清

掃

部

管

理

課

、
教

育

委

員
会

庶

務

課

、

水

道

部
庶

務

課

、
消

防

局

総

務

課

、

市
立

病

院

管
財

課

業

務
内

容

…

①
市

が
発

注

す

る

備

品

・
消

耗

品

・
印

刷

物

件

な
ど
を
納
入
で

き
る
業
者

②
委

託
業
務
を
受
注
で
き
る
業
者

申

請
書
の
販
売
…
1
2月
7
日

側
～
1

月
2
9日
面
ま
で

市
役
所

地
下

売
店
で

※
隔

年
に
受
け
付
け
を
行
い

ま

す
の
で

、
資
格
は
二
年
間
有

効
で
す
。

蠢
管
財
課
用
度
係



民生委員を(4

72472)
委 嘱

民生委員の委嘱状伝達式が、

12月2 日に市民会館で行われま

した。民生委員は皆さんの生活

にいろいろな困難が生じた時の

行政と関係機関のパイプ役です。

任期は3 年で、児童委員も兼

ねています。生活の困窮・母子

家庭、精神的・身体的な障害、

家庭環境などで、心配や悩みの

ある人は、お近くの民生委員に

お気軽にご相談ください。

圜援護課社会係

〔
各
地
区
五
十
音
順
・
敬
称
略
〕

松
戸
地
区
・
:
相
川

久
子
・
秋
元

玲
子
・
安
蒜

美
智
子
・
植
田

啓
子
・

大
出
光
江
・
大
塚
雪
子
・
加
藤
和

子
・
河
原
芳

夫
・
菊
地
円
子
・
衣

笠

喜
代
子
・

小
島
可
代
子
・
斉

藤

洋
子
・
鈴

木
誠
一
郎
・
鈴
木
美
智
・

関
昌
枝
・
芹
澤
和
子
・
宅
見
一
郎
・

田
里

節
子

・
田

中
佳
子
・
田
村

濱

子
・

常
盤
緋
佐
子
・
徳
丸
力
・

中

島
安
子

・
橋
山
照
子
・
原
田

美
代

子

・
福
原

和
枝
・
藤
井
正
子

・
牧

野
ひ

ろ
・
松
浦
和
雄
・
松
葉
淑
子
・

深

山
エ
チ

子
・
森
田
加
代
子

・
安

田

直
子

明
第
一
地
区
…
秋
田
藤

雄
・
秋

本
勝
造
・
新
貞
子
・
飯

島
き
み

・

石

引
八

重
子
・
磯
光
子
・

遠
藤
光

雄
・
笈
川
芳
太
郎
・
小

倉
昭
治
・

影

山
勲
・
亀
山
友
義
・
小

泉
洋
・

古
賀
と
し
子
・

繁
田

輝
和
・
島

根

敦
子
・
清
水

保
久
・
鈴
木
享
子
・

田
中
四
郎
右

衛
門
・
冨

永
友
三
郎
・

西
田
彌
榮
子

・
西

山
フ

ク
・
野
渡

朝
雄
・
丸
山

清
美
・
谷
津
昭
三

・

山
本
と
よ
子

・
米
原
千
鶴
子

明
第
二
地
区
・
=
青
木
耀
子
・

秋

谷
善
市
郎
・

芦
田

晋
二
・
阿

部
ミ

エ
コ

・

安
蒜
正

次
・
安
蒜

淑
子

・

石
毛
秋
子

・
岩
田

映
子
・
臼
井

榮

子
・
大
塚

忠
信
・
木
本
榮
三

・
越

野
雅
子
・
酒
井

昭
・
佐
藤
と
み
江
・

渋
谷
孝

・
島
谷
經
三
・
染
谷
千

枝

子
・

高
中
り
ん

子
・
高

橋
巖
・
竹

内
三
郎
・
田

島
輝
子
・
田
中
悦
二
・

田
村
守

弘
・
仲
田
成
作
・

中
村
永

子
・

能
見
正

一
・
早
野
千

代
・
廣

瀬

謙
一
・
麸
澤
光
夫
・
本
田
和
子
・

村
松
幸

造
・
八
巻
豊
子
・

山
本
淑

子
明
第
三

地
区
…
青
木
千

代
子

・

飯
沼
冽

・
五
十
嵐
義
雄
・
石

井
マ

サ
・
小

島
正

夫
・
小
林

重
雄
・
佐

久
間

瑛
子

・
佐
藤
晃
・

澤
田

功
・

島
倉
信
次
・
霜
村
實
・
鷲
見
起
世

子
・
染

谷
清
・
瀧
田

泰
子

・
竹
内

令
子
・
鉄
矢
利
枝
・
得
田
ち
ゑ
子
・

野
々
下

光
枝
・
平
塚
欣
兄

・
藤
枝

伸
一
・
藤
田
志
津
・
松
川
正
・
松

丸

裕
・
山
口
伊
保
子
・
渡

邊
利

信
・

渡

邊
芳

太
郎

明
第
四

地
区
・
:
赤
石
ミ
ヨ
シ
・

秋
元

省
三

・
秋
山
淳
子
・
池
田
仁

子
・
大

橋
ま
さ
・
小
野
園
子
・
小

幡
玉
江
・
加
藤
初
枝
・
木
村
定
男
・

清
野

美
津
江

・
串
田
勝
己
・
小
池

静
江
・
下

村
正

子
・
菅
本
晃
平
・

杉
浦
み
つ

・
鈴
木
武
・
鈴
木

艶
・

鈴
木
實
・
鈴
木
好
雄
・
高
橋
文
代
・

高
山

高
男
・
田

中
勝
夫
・
中

嶋
徳

治

・
中
村
加
奈
子
・

橋
本

有
子

・

本

質
・
蜂
谷
桂
子
・
村
松

あ
つ

子

・
吉
田

武
雄
・
渡
邉

宮
子

矢

切
地
区
…
網
代
亀
太

郎
・
阿

部
彦
助
・
伊
藤
政
代
・
伊
藤
睦
子
・

内
田
ヤ
エ

子
・
葛
西
和
子

・
片
山

恵
子

・
北
川
幸
子
・
木

村
綾
子

・

木

村
和
子
・
小
派
道
代
・

小
宮
せ

き

・
齊
藤
和
江
・

齊
藤
浩
・
佐
川

美
枝
子
・
杉
浦
千
恵
・
関
や
よ
ひ
・

基
壯
二
郎
・
布
施
隆
章
・
本
田
美

江

・
宮
澤
す
み
子
・

宮
下

友
利

・

深

山
千
枝
子
・
宮
本
そ
の

・
箭
内

美
祢
子
・
湯
本
喜

叢
・

渡
邉
泰
子

東
部
地
区
:
右

橋
一

雄
・
石

井

喜
代
子
・
石
井
元

吉
・
岡
田

志
知

郎
・
小
川
孝
雄
・
小

口
晃
・
川

上

作
也
・
久
保
田
和
子
・

小
白

井
和

典
・
近
藤
英
・

斎
藤
浩
・
鈴
木
喜

市
・
関
広
子
・

高
橋
清
・
龍
谷
古

嬢

・
田
中

周
瑞
・
松
戸
政
雄
・
松

丸
美
澳
・
萬
年
シ
マ
子
・
宮
口
富

信

・
宮
山
正
己

・
矢
野
久
芳
・
湯

浅
作

衛
・
湯

浅
長
男
・
湯
浅
長
男
・

渡
邉

國
代
・
渡
辺
昌
平
・
渡
来
進

太
郎馬

橋
地
区
・・
・
穐
谷
洋
子
・
足
助

茂

代
・
宇
田
川

本
二
・
梅
山
久
子
・

大

内
千

恵
乃
・
太
田
昭
平
・
加
藤

江
と
子

・
加
藤
幸
子
・
加
納
貞
・

川

津
勇
・
栗

原
幸
三
・
栗
林
英
子
・

小

柴
幸
夫
・
小
島
洋
子
・
木
幡
マ

サ
ノ

・
小
松
敦
子
・
齊
藤
つ
や
・

庄

司
里

子
・
島
野
育
夫
・

清
水
一

枝

・
鈴
木
吉
東
・
染
谷

良
子

・
高

橋
と
く
・
高
山
洋
子
・
鶴
岡
勝
・

冨

永
芳
恵
・
南
雲
佳
世
子

・
西

脇

隆
二
・
花
嶋
誠
・
馬
場

烝
治
・
平

野
奈
美
子
・
松
井
久
子

・
米
倉
登

志
江

・
渡
邉
文
男

新
松
戸
第
一
地
区
・
:
飯
田

富
士

子
・
石
川
健
一
・
大
石
す
み
子
・

大
川
テ

ツ
・
大
橋
徳
治

・
貝
塚

郁

子

・
上

村
マ

サ
子
・
木
村

晴
男
・

東

風
信
夫
・
鈴
田
幸
子
・
田

中
潔
・

田

中
秀
雄
・
玉
井
亮
子
・
玉
木

敬
・

丹
野
成
美
・
花
嶋
千
枝
子

・
村
山

弘
子
・
横
田
美
津
江

・
米
山
園
枝

新
松
戸
第
二
地
区
:
向

部
尚
・

石

川
榮
助
・
海
老
原

智
惠
子

・
大

村
庸
子
・
加
藤

澀
・
川
上

千
代
・

北
嶋
與
八
郎
・
国
井

武
・
栗

山
實
・

小
菅
惇
・
小
林

寛
二
・
小

林
サ
ト
・

佐
藤
由
蔵
・
宍
戸

貞
子

・
宍
戸
シ

ズ
エ
・
四
宮
祥
江

・
鈴
木
隆
範
・

高
橋
治
三
郎
・
田

島
玲
子
・
津
倉

京
子
・
中
島
信

男
・
野
口
久
美
子
・

萩
原
勢
治
・
花

島
周
吉
・
東

千
恵
・

久
松
と
よ
子
・

藤
原
澤
子
・
三
ツ

橋
實
・
美
濃

部
千
佐
子
・
宮
崎
幸

子
・
宮
嶋
勇
・

簗
瀬
静
・
山
崎
正

行
・
吉
見
世

治
子

高
木
地
区
…

浅
野
カ
ヨ
子
・
安

蒜
清
・
飯
沼
治

・
石

川
み
ど
り
・

石
野
ナ
ミ
子
・
上

野
清
子
・
折
原

延
佶
・
金
子

秀
春
・
木
谷
蓉
子
・

久
保
せ
つ
子
・

久
保
田
喜
代
子
・

久
保
田
ト
シ
子

・
小
池
政
義
・
小

暮
才
暁
・
斉

藤
き
よ
子
・
高
橋
英
・

高
橋
渉
平
・
高
橋
宏
・
高
橋
正

雄
・

高
原
喜
美
子
・

土
屋
武
・
霧

岡
幸

枝
・
中
市
郁
子

・
中
山
榮
造
・
原

正

男
・
福

島
佳
余
・
船
山
勇
治
・

星
野
平
八
郎
・

晦
日

さ
だ
・
吉
本

葉
子
・
渡

邊
悦
子

・
渡
辺
昇

常
盤
平
地
区

…
飯
生
晴
美
・
伊

東
正
義
・
沖
山
み

よ
子
・
北
原

哲

郎
・
木
村
庸
子

・
小
島
清
造
・
斎

藤
孝
子
・
坂
巻

利
雄
・
坂
巻
勝
・

佐
草
貞
男
・

杉
浦
ふ

み
子
・
高

橋

明
子
・
利

部
孝
子

・
烏
澤
信
夫
・

中
莖
佑
幸
・
信

長
俊
子

・
藤
原
和

子
・
細
谷
法
子

・
増
子

定
男
・
山

田
恒
夫
・

吉
田

孝
子

常
盤
平
団
地

地
区
・
:
磯
部
み
つ

子
・
大
木
と
し
子

・
大
嶋
愛
子
・

小
河
原
芳
明

・
北
村
和
男
・
坂
井

豊
・
下
尾
正

郎
・
戸
丸
栄
子
・
豊

田
孜
・
野
元

敏
子

・
前
田
千
枝
・

若
狭
宣
明

・
渡
邊
進

五
香
地
区
・
:
秋
山
冷
子
・
荒
木

幸
子
・
安
西

和
子
・
池
田

と
志
子
・

伊
佐
地
マ
ツ

・
宇
賀
神
ミ
キ
・
岡

田
シ
ゲ
子

・
小
野
幸
子

・
金
子
き

よ
子
・
黒
沼

た
か
・
佐
久
間
末
吉
・

佐
々
木
四

郎
・
下

藤
芳
太
郎
・
田

岡
慶
子
・
夛
田

弘
子
・
田

邉
孝
子
・

對
比
地
靜
一
・
當
麻
初
恵
・
遠
山

千
枝
子
・

中
川

一
雄
・
長
澤
力
・

中
嶌
嘉
・
羽

多
和
子

・
文
入
加
代

子
・
堀
井

裕
子

・
村
田

敏
美
・
山

崎
照
雄
・

吉

原
久
喜

六
実
地
区
・
:
池
田

幸
子
・
石
井

琵
代
子
・
大

野
直
子
・
金
子

恵
一
・

川
井

禄
郎
・
神
田

小
百
合
・
櫛
田

松
男
・
堺

由
美
枝
・
座
間
松
枝
・

戸
部
秋
三
・
富
澤
凡
一
・
楢
島
テ

ル

・
野
崎
眞
澄

・
秦
野
政
三
・
林

勝
美
・
人
見
タ
ケ
子
・
冨
士
日
出

子
・
藤
井
惰
子
・
皆
川
榮
一
・
皆

川
節
子
・
森
谷
繁
樹
・
米
山
耕
作
・

渡
来
征
枝

小
金
北
部
地
区

…
赤
埴
光
子
・

池
田

清
・
石
井

肇
・
浦
和
茂
・
太

田
晋
之
助
・
岡
田

安
夫
・
小
田
原

博
・
金
子
郁
子

・
工

藤
和
子
・
小

竹
信
子
・
鈴
木

和
子

・
須

藤
晃
・

谷
山
弘
子
・
中

山
重

治
・
橋
本
由

利
・
平
野
昭
子

・
古
家
操
・
丸
山

睦
子
・
迎
榮
子

小
金
南
部
地
区
:
向

美
薫
・
池

田
重
江
・
井
田
梢
・
井
上

百
合
子
・

梅
澤
登
代
子

・
柏
崎
幸
治
・
勝
部

伊
都
子
・
上
村

俟
子
・
斎
藤
萬
平
・

清
水
悦
子
・
鈴

木
銀
蔵
・
高
田
と

し
・
竹
内
昭
一
・
竹
内
能
一
・
牧

野
亨
・
宮
澤

義
雄
・
吉
田

敦
子
・

吉
田
幸
二
・
若

林
桂
子
・
渡
部
靖

子
小
金
原
地
区
・・・
青
木
智
恵
子
・

阿
保
茂
昭
・
石

澤
房

子
・
石
塚
洋

子
・
小
野

卓
二

・
小
野
信
夫
・
笠

木
ト
モ
・
金

沢
昌

子
・
河
原
田
米

子
・
小
林

節
子

・
齊
藤
文
太
郎
・

佐
野
ト
ヨ
・
柴
田

弘
子
・
渋
谷
喜

美
榮
・
須
田
恵

美
子
・
血
矢
恵
干

中
嶋
正
一
・
中
島
信
枝
・
永
田
弘

子
・
林
祐
子

・
福
田

明
・
宮
山
喜

一
・
向
井
浅
子

・
安
井

信
夫
・
山

野
邉
は
る
い

・
山
本
和
男

あ

な
た
の

一
台

も
・
:

こ

の
空

を
汚
し

て

い
ま
す

大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
窒

素
酸
化
物
の
多
く
は
、
自
動
車

が
出
し
て
い

ま
す
。

冬
期
は
特
に

空
が
汚
れ
や
す

い

季
節
で

す
。
環
境
に
や
さ
し

い
運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

毎
週
水
曜
日
は
「
車
を
減
ら
す

日
」
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

閲
公
害
課
大
気
保
全
係

一
滴
の
油
で
も

河
川
に
入
れ
ば
大
き
な
迷
惑
!

石

油
類
だ
け
で
な
く
食
用
油

な
ど
で

も
川
に
入

れ
ば
、
そ
の

水
を
水
道
水
と
し
て
い
る
人
た

ち
の
大
き
な
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

「
少
し
の
油
な
ら
」「
自
分
だ

け
な
ら
」
と
い
う
考
え
は
禁
物

で
す
。
油
類
の
処
理
は
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

蠢
公
害
課
水
質
保
全
係

私たちの命をはぐくむ江戸川

納
期
を
守
り
ま
し
よ
う

手数料・使用料・各種税

◆
し
尿
処
理
手
数
料
(
人
頭
制
)

第
三

期
納
期
限
・
=
1
2月
2
8日

◆
市
・
県
民
税
(
第
四

期
納
期
限
)
・
:
1
2

月
2
8日

◆
国
民
年
金
保
険
料
・
:
1
2月
分

◆
国
民
健
康
保
険
料
…
第
七
期

◆
事
業
所
税
:
1
0月
決
算
の
法
人
と

、

1
0月
中
に

事
業
所
用

家
屋
を
新
・
増

築
し
た
建
築
主
は
、
1
2
月
が
申
告
納

付
月
で

す
。

早
め
に
納
付
(
納
入
)
お
願
い
し
ま
す
。

市

民

会

館

期 日 内 容 開演時間

12/6( 日) 市民コンサート「戴冠ミサ曲」 ☆ 17 二00

8(火) ペーテル・ヤブロンスキーピアノリサイタル☆19:00

11廁 インドネシフフに絵本を送る会☆ャチャ

リティーミュージカル「白雪姫」

15:00

18 二00

12圉 女声合唱団・瑞季定期演奏会 ☆ 18 二30

13(日) 東京バレエ劇場馬橋研究所バレエ発表会 17:00

20《日) ぬいぐるみ人形劇「オズの魔法使い」☆ 11:00 ・13:30

22㈲ 松戸子ども劇場低学年部例会

「おばあちゃんは宇宙人」

18:00

23蜘 松戸芸術舞踊協会公演 ☆ 17:30

2朏 冬休み子ども映画大会 10:00

14 二00

* 月 曜 日は 休館。☆印 のつい て いる 催し 物 は有料 で す。

凹]市 民 会 館Q68-1237~9 番

市
民
劇
場

期 日 内 容 開演時間

12/6( 日) ピアノ発表会

ギター発表会

13:00

18:30

8(火) 声楽発表会 14 二00

10附
干葉商大演劇部公演 ☆

10 二00

11廁 10 二00

13(日) あたりやはつく演劇発表会 ☆ 13:00

15(火) 和洋女子大定期演奏会 17 二30

16團 キヤプセラー クリスマスコンサート 13:00

17附 健康カラオケコンテスト 18:30

19出 ダンシンゲスキユーパテレピジョン朏 演「鏡」 ☆ 14:00

20(日) 松尾千枝子音楽発表会 12:30

クリスマスコンサート 18:00

22(火) フォークソング定期演奏会 16:30

23呪 ピアノ電子オルガン発表会 13:00

24附 子ども畑プチトマト クリスマス会 14:00

ピアノ発表会 18:00

* 月 曜 日は 休館。☆印 のつ いて い る催し 物 は有 料で す。

[固]市 民 劇 場S68-0070 番

松
戸
駅
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

期間 12/25 まで廁 12/26(1)~1/8 廁

東
改装工事

で休み

主催事業

千葉県美術展入選作品展
西

題社会教育課成人教育係S66-7462 番

文
化
ホ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー

期 間 内 容

12/6( 日)まで
特殊学級合同作品展

同朋 会仏像彫刻

10W-13C日) 青葉流フラワーアレンジメントユリ

16淤~20(日) 百 和会水墨画展

※月曜日は休館。開館時間…午前10時~午後6 時
圀文化ホール*567-7810 番

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

期 日 時間 会場 費用 対象

12/9 伽 午後3 時~

4時

図書館本館

11廁 八ヶ崎市民センター

12出 午前10時30分

~11時30分
八柱市民センター

1醐
午後3 時~

4時

図書館本館

17附 小金市民センター

1脯 矢切公民館

でんわおはなしキャラバンS63-9999 番

圜市立図書館S65-5115 番

無

、‘料

3
~
9
歳
く
ら
い

戸
定
歴
史
館

期 日 内 容

12/6( 日)まで 特別展「将軍のフォトグラフィー」(後期)

19圉から 通常展示

* 月 曜 日は休 館。入 館 料 …特 別展 大人206 円 ・ 通常展

同51 円[ 謄戸 定 歴 史 館5562 ―2050 番

安全・確実な口座振替のご利用を



演
劇

「
「

ツ
ク
ル

ベ
リ

ー
に

さ
よ

な
ら

を
」

1
2月
1
3日
㈲
午
後
3
時
・
6

時
か
ら
の
二
回

会
揚
市
民
劇

場

費
用
前
売
り
=

大
人
七
百

円
、
子
供
四
百
円

圜
劇
団
あ
た
り
や
は
っ
く
・
佐

々
木

゛
0
4
7
1
-
4
3
1
5
3

4
9

番

サ
ン

ロ

ー
ド
五

香
・
東

店

舗

商
店

街
が

空
き

缶
を
回

収

期
日
1
2月
1
7日
困
~
2
1
日
囲

午
後
1
時
~
6

時

場
所
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
五
香

店
前

※
空
き
缶
一・
個
で

、
商
店
街
の

福
引

補
助
券
を
一
枚
も
ら
え

ま
す
。
回
収
し
た
缶
は
再
資

源
化
し
ま
す
。

黯
サ
ン
ロ
ー
ド
五
香
商
店
街
・

川
村

む
8
5
-
6
9
6
9
番

東
葛

飾
地

域
産

業

シ
ン
ポ

ジ

ウ

ム1
2月
9
日
困
午
後
2
時
~
6

時

会
場
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
松

戸

内
容
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
技

術
革
新
時
代
に
お
け

る
人
材
養

成
」

講
演
「
千
葉
新
時
代
と

東
葛
飾
地
域
の

発
展
」
千
葉
県

知
事
・
沼
田

武
氏

蠢
劔
県
工
業
技
術
振
興
セ
ン
タ

1
・
1
0
4
3
-
2
2
2
-
6
1
1
2

番

新

春

初

も

う

で

め

ぐ

り

ウ

ォ

ー

ク

ラ

リ

ー

大

会

1

月
9

日

出

午

後
1

時
~
4

時
(

小

雨

決

行
)

集

合

場

所

運

動

公

園

体

育

館

対

象

小

学

生

以

上

の

健

康

な

人
(

三

人

一

組

、

た

だ

し

代

表

者

は

成

人

に

限

る
)

、
先

着

五

十

組
(

百

五

十

人
)

費

用

一

組

千

五

百

円

惠
1
2

月
2
5
日

廊

ま

で

に

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
氏
名
(
全
員
)

・

性

別

・

年

齢

・

職

業

・
住

所
・

電

話

番

号

を

記

入

し

て
(

代

表

者

は

氏

名

に

○

印
)

、
〒
2
7
0松

戸

市

新

松

戸

一
〒

三

七

千

葉

人

材

開

発

セ

ン

タ
'
‐‐‐
事

務

局
(

・一一
4
7

-
6
0
3
1

番
)

へ

講

演

会

「

翔

び

だ

そ

う

地

域

へ

地

球

へ

」

1
9 一月
5

日

出

午

後
7

時
~
9

時

会

場

勤
労

会

館

費
用

無

料

講

師
女

性

学

研

究

者

・
船

橋

邦

子

氏

悪
一
松

戸
婦

人

問

題

研

究
会

・
表

{
1
4
1
-
9
2
0
2

番

映

画

会

「
し

が

ら

き

か

ら

吹

い
て

く

る

風

」

1
2月
5

日

出

午
後
1

時
3
0
分

か

ら

会

場

新
松

戸

市

民

セ
ン

タ
ー

費

用
五

百

円

蠢

し

が

ら

き
か

ら

吹

い
て

く

る

風

を

み

る

会

・
篠

沢

四
4
2
-
8

7
4
8

番

野
鳥
観
察
会
「
八
柱
霊
園
」

1
2月
1
3日
㈲
新
八
柱
駅
前
午

前
8
時
ま
た
は
八
柱
霊
園
入
口

午
前
8
時
3
0分
集
合
、
午
後
1

時
に
現
地
解
散
予
定

持
ち
物

筆
記
具
・
観
察
用
具
・
昼
食

蠢
助
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
(市
役
所
内
)

ザ

絡

バ

連

日

と

・

時

館

示

す
4

新

の

展

ま

後

・

者

品

い

触

午

館

害

作

行
9

一

本

障

の

を

一

時

階

ま

設

示
I
j
9
1

1

施

展

万一
前

所

課

g

者

ル
/

午

役

路

せ

冫

害

ネ
1
2

市

通

わ

1

障

パ

ー

一

あ

内

・

時

場

し

市

一

日

会

黷

催
し

物

冬
休

み
こ

ど
も

映
画

大
会

1
2月
2
5日
窗
、
午
前
1
0時
~

正
午
と
午
後
2

時
~
4

時
の
二

回

会
場
市
民
会
館

費
用
無

料

対
象
小
・
中
学
生
と
保
護

者
、
各
回
先
着
千
二
百
人

内

容
「
ユ
ニ
コ
魔
法
の
島
へ
」
。

「
ア
ン

パ
ン
マ
ン

ま
じ

ょ
の
く

に
へ
」

蠢
こ

ど
も
課
育
成
係

松
戸

史
談

会

「
松

戸
七

福
神

め

ぐ
り
」

1
2月
1
3日
㈲

〔
雨
天
の

場
合

は
2
0日
㈲
〕
午
前
1
0時
~

午
後

3
時
(

午
前
1
0時
に
新
京
成
線

八
柱
駅
前
集
合
)

費
用
三
百

円
(
資
料
代
)

内
容
八
柱

・
千

駄
堀
の
七

福
神
巡
拝
(
徒

歩
約

六
㌔
・
約
五
時
間
、
弁
当
持
参
)

蠢
神
尾
四
4
1
-
2
4
5
8
番

地

球

環

境

フ

エ

ス

テ

ィ

バ

ル

ち

ば

吻

1
2
月
1
2
日
出
~
1
5
日
㈹
午
前

1
0時
～

午
後
5

時
(
1
5
日

は

午

後
4
時
)
会
場
幕
張
メ
ッ
セ

国

際

展
示

場

内

容
地

球

環

境

問

題

を
体

験

型

の

展
示

で

紹

介

費

用

無
料

薦

県

環
境

調

整

課

四
0
4
3
-
2
2
3
-

4
6
4
8

番

ご
は

ん
大

好
き

・
さ

わ
や

か

健
康
家

族

の
集

い

1
月
2
3日

出
午
後
1
時
~
4

時
ま
で

会
場
習
志
野
文
化
ホ

ー
ル

内
容

ご
は
ん
に
関
す
る

講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど

定
員
先
着
千
四
百

人

費
用
無
料

匣
1
2
月
1
8
日
窗
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し

、
〒
2
6
0
-
9
1

千
葉
中
央
郵
便
局
私
書
箱
第
4
0

号
県
農
政
課
食
糧
係
(
f
t
0
4
3
-

2
2
3
j
2
8
1
4番
)
へ

と

も
し

び
読

書
会

1
9
一
月
1
7日
困

午
前
1
0時
～
正

午

会
揚
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
立
原
正
秋
「
紬
の
里
」

費
用

月
七
百
円
(
入
会
金
三
百
円
)

惠
電
話
で

高
橋
四
8
6
1
3
8
4

4
番
(
夜
間
)
へ

伊

勢
物
語

を

読
む
会

1
2月
9
日
圉
、
1

月
6
日
困
、

午
後
1

時
3
0分
～
3

時
3
0分

会
場
婦
人
会
館

講
師
元
相
模

女
子
大
教
授
・
森
安
理
文
氏

費
用
月
会
費
千
円

茴
手
嶋
四
6
3
-
0
1
3
7
番

(
夜
間
の
み
)

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

健
康
カ
ラ
オ
ケ
入
賞
者
大
会

1
2月
1
7日
團
午
後
6
時
開
演

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

残
冨
永
四
4
1
1
3
6
2
3番

手賀沼親水広場の催し

日 時 会場 内' 容 費用 定 員 持参するもの

お 面 作 り
1/17( 日)・24(日)

午後1 時~3 時

手

賀

沼Q髓

広
子

齠

古新聞を使ったお

面作りとスーパー
ヒーローとの遊び

無

料

小学 生以 上
50人

要電話予 約
2 回 参加で
きる人

絵筆( 大・中・小)
古新聞(1 日分)

手ふき・ぞうきん・
ハサミ・カッター

星空の音楽会
12/19(±)

午後2 時~4 時

プラネタリウム室

での音楽鑑賞

中学生以 上
50人 /

刪2/26出~1/4 回は休園します。 圃手賀沼親水広場00471-84-0555 番

(
我

孫

子
市
一

手
賀
沼
親
水
広
場

無

料

募
集
し
ま
す

市

立

保

育

所

臨

時

職

員

募

集

職

種

産
休

・

育

休

保
母

対

象
保
母

の

資

格

を

持
つ

五

十

五

歳

く

ら
い

ま

で

の

健

康
で

熱

意

の

あ

る
人

勤

務

時

間
平

日
=

午

前
3

時
~

午

後
4

時
、

土

曜

日
=

午
前
9

時
~

正

午

時

給

八
百

四

十

円
(

健

康

保

険

・

厚

生

年

金
制

度

有

り
)

交

通

費

月

額
七

千

五

百

円

ま
で

蠢

保

育
所

課

管
理

係

学

童

保

育

指

導

員

を

募

集

勤

務
時

間

午

前
一
1
1
1
1

一
時
3
0
分
~

午

後
6

時
(

土

曜
日

は
4

時

ま

で
)

対

象

三

十
五

～

四

十

二

歳
の

女

性
で

、

専
門

学
校

卒

業

程

度
の

人

。

経

験
不

問

。

三

年

間
以

上

勤

務
可

能
で

あ
る

こ

と
。

松
戸
市
民
に
限
る
勤
務
地
常

盤
平

学

童

保

育

園
(

常
盤
平

四

丁

目
)

給

料
日

給

月

給

制

、

交
通

費

支

給

茴

常
盤

平

学

童
保

育

園

・
長

四

8
7
-
n乙
(り
7
0

番

野

鳥
の
写

真
コ

ン
ク

ー
ル

出

品
作

を
募

集
し

ま
す

応
募
条
件
野
鳥
を
題
材
に
し

た
も
の

。
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ

と
も
キ
ャ
ビ
ネ
か
ら
四
ツ
切
り

ま
で

募
集
期
間
1
2月
7

日
㈲

~
1
月
2
2日
窗

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
巣
の
近
く
の
写
真

は
不
可

。

匣
応
募
作
品
の
裏
に
応
募
用
紙

を
張
り
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-
五

松
戸

市
役
所
内

膕
ま
つ

ど
街
と

水
辺
の
緑
化

基
金
へ

講
座
・
講
演

冬
の
陶

芸

一
日
教

室

1
2月
9

日
困

午
前
9

時
3
0分

~
1
1時
3
0分
、
午
後
2
時
～
4

時
の
ど
ち
ら
か

一
回

会
場
陶

松

費
用
五
百
円
(

陶
土
・
焼

き
代
別
)

定

員
先
着
十
二
人

茴
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀

・
1
6
8
-
7
7
2
6番

フ
ラ

ワ

ー
ア

レ

ン

ジ
特

別
講

座
1
2月
6
日
㈲
午
前
9

時
～
正

午

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
二
千
円

内
容

ク
リ

ス
マ
ス
リ

ー
ス

蠢
フ
ロ
ー
ラ
ル
ー
ア
ー
ト
花
の

友
の
会
・
阿
部
・一一
4
7
-
8
9
3

9
番

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
入
門

養

成
講

座
(
一
日

手
話

入
門

教
室
)

1
月
1
3日
團
午
前
1
0時
3
0分

~
午
後
2
時
3
0分

会
場
東
葛

飾
合
同
庁
舎

内
容
講
演
と
実

技

費
用
無
料
(
昼
食
付
言

匣
1
月
7
日
閑
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
。

「
1
月
1
3日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入

門

養
成
講
座
希
望
」
を
記
入
の

う
え
、
〒
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七

東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
(

四

6
1
1
2
1
1
4
番
)
へ

公

開
講

座

「
登
校

・
就

職
拒

否

に
理
解

と

関
わ

り
を

も
つ

集

い
」

1
2月
2
0日
㈲
午
後
O
時
3
0分

~
5

時
3
0分

会
場
馬
橋
東
市

民
セ
ン
タ
ー

費
用
二
千
円

照
東
京
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア

カ

デ
ミ

ー
・
荒
井
・
1
6
6
-
1
8
7

9
番

母

親
の

た

め

の

講

座
「
自

信

に

満

ち

た

子

ど

も
の

し

つ

け

を
」

1
2月
6

日

収

午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

会
揚

小

金

市
民

セ

ン

タ
ー

費

用
三

百

円

蠢

肋

倫
理

研

究

所

東

葛

支
所

松

戸

地

区

・
長

島
・
1
6
3
-
6
9
1

0

番

魔

法

の

一

本

針

講

演

会

1
2月
1
0
日
~
2

月
1
8
日

の

毎

週

木

曜
日
(
1
9一
月
2
4
日
・
3
1日

、

1
月
7
日
、
2
月
4
日
を
除
く
)
、

午

前
1
0
時
~

正

午

会

揚

小

金

原

市
民

セ

ン

タ

ー

費

用

五
千

五

百

円
(
全
七

回

分
)

蠢

小

金
原

文

化
の

会

・

安

達

四

4
3
1
叭
)只
)
Q
)
(
‥`
)番

精
神

保
健

講
演
会

1
9
一
月
1
0日
團
午
後
2

時
～
3

時
3
0分

場
所
東
葛
飾
合
同
庁

舎

内
容
「
老
い

る
こ
と
、
ボ

ケ
る
こ
と
」
柏
水
会
初
石

病
院

医

師
・
唐
崎
三
千
代
氏

費
用

無
料

固
松
戸
保
健
所
予
防
課
公
6
1
-

2
1
2
1

番

危

険
物

取
扱

者
保
安

講

習
会

2
月
4
日
困
午
前
=

給
油
取

扱
所
、
午
後
=
そ
の
他
、
5
日

廁
午
後
=
コ
ン
ビ
ナ
ー
卜
会

揚
千
葉
市
民
会
館

対
象
危
険

物
取
扱
者
免
状
を
持
っ
て
い
て

、

危
険
物
取
扱
作
業
に

従
事
し
て

い
る
人

費
用
講
習
手
数
料
四

千
円
(

千
葉
県
収
入
証
紙
を
申

請
書
に
張
る
)

惠
1
2月
1
4日
側
~
1
8日
窗
の
間

に
、
危
険
物
取
扱
者
免
状
・
印

鑑
を
持
参
し
、
直
接
松
戸
市
消

防
局
予
防
課
内
・
松
戸
市
危
険

物
安
全
協
会
(

四
6
3
-
1
1
1

1
内
線
2
0
6
番
)
へ

飼
い
犬

の
し

つ

け
教
室

1
2月
1
7日

團
午

後
1
時
~
3

時

会
場
松
戸
保
健
所

費
用

無
料

定
員
二
十
人

内
容
訓

練
士
・
獣
医
師
に
よ

る
講
話
・

相
談

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん

。

匣
電
話
で
松
戸
保
健
所
食
品
衛

生
課
{
1
6
1
-
2
1
2
1番
へ

まつど

今昔写真館

消 防 組

今回は消防に関する古い写真を

ご紹介します。

江戸時代から続いてきた私設消

防に代わり、公設消防が各町村に

設置されるようになったのは、明

治27年の消防組規則が公布されて

からのことで、旧松戸町には明治

27年、旧馬橋村には大正9 年、旧

小金町には大正14年に設置されて

います。

もっとも終戦までの消防は、地

区警察署長の指揮監督下にあり、

現在の消防体制とは大分違いがあ

ったようです。
九郎左衛門新田消防組(昭和6 年ころ・横山さん提供)

人口と世 帯(11 月1 日現在)

O 人 口461,765 人(+327)

男235,084 人(+219)

女226,701 人(+108)

O 世 帯168.8 〔〕〔〕(+219)

囗
は
前
月
比



ご参加ください 情報

師走に入って市場のせりもにぎわっています

教
育
委
員
会
会
議
を
開
催

1
2月
1
7日
閑
午
後
3
時
3
0分

か
ら

会
揚
教
育
委
員
会
教
育

長
室

蠢
教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

・
1
6
6
-
7
4
5
5
番

松
戸
パ
ー
ト
バ
ン
ク
を

ご
利

用
く
だ
さ
い

松
戸
パ
ー
ト
バ
ン
ク
は
、
求

人
・
求
職
を
あ
っ
せ
ん
す
る
国

の
機
関
で
す
。
幅
広
い
就
職
状

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

お

知

ら

せ

黷
松
戸

パ
ー
ト
バ
ン

ク
四
6
7
1

8
8
0
0

番
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
・
1
6
3
-
8
1
0
1番

再
生

自
転

車
を

販

売

受
付
日
時
1
2月
1
8日

廊
午
前

9
時
~
午
後
3

時
と
、
1
9日
出

午
前
9
時
工
1
1
時

抽
選
・
販

売
日
時
1
2
月
1
9
日
出
午
前
1
1
時

か
ら

会
場
生
き
が
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
(
金
ヶ
作
二
七
七
-
四
一

台
数
・
価
格
四
十
台
・
一
台
五

千
円
~

一
万
一
千
円

交
通
五

香
駅
東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス「
小

新
山
ま
た
は
柏
陵
高
校
行
き
」

で
、
新
栄
町
入
口
下

車
(
五
香

駅
9

時
2
1分
・
3
0分
、
1
0時
4

分
発
が
あ
り
ま
す
)

※
抽
選
日
の
1
9日
は
、
五
香
駅

東
口
午
前
1
0時
2
0分
発
の
事

業
団
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
運
行

し
ま
す
(
迎
え
の
み
)
。
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

黯
助
生
き
が
い
福
祉
事
業
団
四

8
4
1
Q
3
1
9
1
番

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

1
2月
2
0日
㈲
午
前
9
時
~
正

午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校

費
用
無
料

惠
当
日

、
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
木
下

四
4
5

-
3
4
2
9

番

ス
ポ
ー
ツ

初
心
者

テ
ニ

ス
教

室

1
月
1
5日
~
2

月
2
1日
の
日

曜
日
と
祝
日
・、
④
午

前
9
時
~

1
0時
3
0分
⑧
午
前
1
0時
4
5分
~

午
後
O

時
1
5分

会
場
栗
ヶ
沢

公
園
庭
球
場

対
象
市
内
在
住

・
在
勤
者

費
用
七
千
円

巫
1
2月
1
0日
困
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
Ａ
Ｂ
の
別
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
一
-
ニ

ー

一
松
戸
市
テ
ニ
ス

協
会
・
平
木

(
一`
4
8
-
6
7
8
4
番
)
へ

少
年

レ
ス

リ

ン
グ
教

室

1
2月
1
3日
~
2

月
2
1日
の
毎

週
日

曜
日
、
午
前
1
0時
~

正
午

会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
象

中
学
生
ま
で
の
男
女

定
員
三

十
人

費
用

無
料

匣
電
話
ま
た
は
直
接
ス

ポ
ー
ツ

課
(
f
t
6
3
-
9
2
4
1番
)
へ

①雪に親しむ会 ②市民大会(スキー)

日 時 会 場 費 用 そ の 他

①
2/100 く)午後10時松戸
伊勢丹前集合、14日)午

後9 時帰着

山形蔵王
スキー場

47,000
円

※往復バス代・宿代(3
泊フ食)・傷害保険代を
含む

定員・先着38人

② 1/31( 日)
浅貝スキー場

(新潟県)

エントリー代2,000 円
団体戦
1 チーム5,000 円

締め切り1/10( 日)

圃松戸市スキー連盟・高橋062-1800 番

サ

ー
ク
ル

松

戸
第

九

を
歌

う
会

毎
週
水
曜
日

午
後
6
時
4
5分

~
8
時
4
5分

会
揚
婦
人
会
館

費
用
一
万
円
(
入
会
金
・
練
習

会
費
・
す
み
だ
五
千
人
の
第
九

コ
ン

サ
ー
ト
参
加
費
含
む
)

黯
小
松

崎
四
6
3
-
1
6
8
0
番

松
戸

い
ず
み

ペ

ン
習

字
サ

ー

ク
ル月

三

回
毎
週
水
曜
日
午

後
1

時
～
3

時

会
場
市
民
会
館

費
用
月
二
千
円
(
入
会
金
千
円
)

黯
小
林
四
4
5
-
1
7
5
4
番

初
心
者

社
交

ダ

ン
ス

サ
ー

ク

ル
と

き
わ
会

毎
週
火
曜
日
午
後
2

時
~
4

時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
な
し
)

黷
綿
貫

酋
8
7
-
6
7
6
8
番

リ
ズ

ム
体
操

ク
ラ

ブ

日
時
と
会
揚
毎
週
水
曜
日

①

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
イ
午
前

9
時
3
0
分
~
ロ
午
前
1
0
時
3
0
分

~
②
常
盤
平
体
育
館
イ
午
前
9

時
~
ロ
午
前
1
0
時
~
費
用
月

二
千
円
(
入
会

金
千
円
)

蠢
山
本
四
6
3
-
6
9
2
3
番

健

康
体

操

ホ
ッ
プ

ー
ス
テ

ッ

プ
毎
週
金
曜
日
午
前
1
1
時
～
午

後
1
時

会
場
青
少
年
会
館

費
用
月
二
千
円
(
入
会
金
な
し
)

蠢
須
藤
四
4
8
1
2
3
4
7
番

馬
橋
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
一
・
第
三
・
第
四
木

曜
日
、
午
前
1
0時
~
午
後
1
時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費

用
月
二
千
円
(
入
会
金
千
円
)

黯
松
本
四
4
1
-
3
6
3
8番

小
金
原
煎
茶
サ
ー
ク
ル

月
三
回
水
曜
日
午
前
1
0時
~

正
午

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
四
千
円
(
入
会

金
三
千
円
)

蠢
藤
沢
・
‘
8
4
-
1
1
6
8番

絞
染
会
(
絞
り
染
め
)

毎
月
第
二
水
曜
日
午
前
1
0時

~
午
後
2
時

会
揚
小
金
原
市

民
セ
ン
タ
ー

費
用
二
千
五
百

円
(
半
年
分
・
入
会
金
な
し
)

蠢
瀬
田
四
9
1
-
6
7
2
4番

戸
籍
謄
・
抄
本
等
の
手
数
料

が
改
定

政
令
の
改
正
に
伴
い
1
月
1

日
か
ら
、
戸
籍
謄
・
抄
本
等
の

手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

〇
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
一
通
三

百
円
↓
四
百
円

〇
除
籍
の
謄
本
・
抄
本
一
通
五

百
円
↓
七
百
円

〇
原
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
一
通

五
百
円
↓

七
百
円

茴
市
民
課
ま
た
は
各
支
所

シ
イ
タ
ケ
栽
培
資
材
の
あ
つ

せ

ん数
量
原
木
三
千
本
(

一
人

十

本
ま
で
)

価
格
原
木
(

長
さ

九
〇
㌢
)
一
本
二
百
九
十
円
、

種
駒
二
十
個
(
原
木
一
本
分
)
百

二
十
円
、
打
ち
込
み
用
丸
の
み

一
丁
千
九
百
円
、
の
み
替
え
刃

一
個
六
百
円
、
電
動

ド
リ
ル

用

替
え
刃
一
個
七
百
円

〔
消
費
税

含
む

〕

対
象
市
民

爾
巧
一
月
2
1日
側
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
希
望
品
目
・
数
量
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し

、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八

七
-
五
市
役
所
農
政
課
内
・
松

戸
市
森
林
組
合
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選

。
確
定
者
に
は
来
月
下

旬

に

通
知
し
ま
す
。

登
記
簿

謄

・
抄

本
等

の

手
数

料
が

改
定

1
月
1

日
か
ら
、登
記
簿
謄
・

抄
本
等
の
登
記
手
数
料
が
改
定

さ
れ
ま
す
。

〇
登
記
簿
の
謄
本
・
抄
本
六
百

円
↓

八
百
円

〇
印
鑑
証
明
書
(
法
人
等
)
三
百

円
↓

四
百
円

o
登
記
簿
等
の
閲
覧
三
百
円
↓

四
百
円

題
登
記
所
ま
た
は
千
葉
地
方
法

務
局
登
記
部
門
・
1
0
4
3
1
w

一
-
9

4
4
4

番

保
健
衛
生

ボーイ(ガール)スカウト募集

ボーイスカウト

(来春新1 年生~新3 年生の男子)

松戸第10団 馬 橇西 松井酋41-8688

ノソ第11団新 松戸 安達登45-1690

団 名 活動方面 連 絡 先

ガ ールスカウト

( 来春 新1 年生の女子)
松戸第1団 牧の原・

常盤平
木村昔8H134

ﾉﾉ第2団 北 小金 荒川041-0171

干葉第20団 松 戸 中村f164-5974
ノソ第3団 稔台・八柱 田中愬2-4857

ノノ第24団 上 本郷 武石044-6618
刀 第4団 五香六実 石井087-5609

ノソ第26団 小 金 関045-8434
ノノ第5団 松 戸 坂場さ6H362

刀第35団 常 盤平 岡田086-6159
ノノ第6団 小 金原 木原S42-7312

ノソ第38団 五 香 平野O64-8449
ノソ第7団

(全地域)
障害児を
対象

伊藤041-9500
ノノ第70団 新松戸 杉本a47-7777

刀 第8団 八ヶ崎 宮下041-6050

刀第85団
(全地域)
障害児を
対象

伊藤魯41-9500
ノノ第9団 矢切・二十

世紀が丘
町山愬2-5418

蠢 松戸市スカウト 連絡協議会・安井085-9143 番(夜間)

療

育
相

談

1
2月
1
0日

出
午
後
1

時
~
1

時
3
0分

会
揚
松
戸
保
健
所

対
象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
検
診

未
受
診
者
、
整
形
外
科
学
領
域

の
診
察
、
相
談
等
を
希
望
す
る

十
八
歳
未
満
の
人

※
乳
幼
児
の
場
合
は
母
子
手
帳

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い

。

蠢
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
四

6
1
1
9
?
1
9
?
1
番

三
歳
児

健
康

診
査

対
象
平
成
元

年
8
月
生
ま
れ

の
幼
児

健
診
日
1
2月
8
日

・

1
5日

・
2
2日
の
各
火

曜
日

会

場
松
戸

保
健
所

※
該
当

者
で

健
康
診
査
票
が
届

か
な
い
場
合
は
、
左
記
記
入

要

領
を
記
入
の
う
え
、
〒
2
7
1

松
戸
市
小
根
本
七
松
戸
保
健

所
三
歳
児
健
診
係
へ

蠢
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
四

6
1
-
(
/
冫
1
9乙
1
番

ハガキ記入要領

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

期 日 時 間 会 場 主 催

12/5C土) 午前10時
~午後4 時

伊勢丹松戸店前 松 戸 市

6(日) 午前10時~
正午

午後1 時~4 時
稔台市民センター

松戸市
稔台連合町会

13(日)

午前10時
S

午後4 時

ダイ
エー
新松戸店前

松戸
ユーカリラ

イオンズクラブ

16冰) 松 戸 市 役 所
松 戸 市

19山 伊勢丹松戸店前

愛
の
献
血

卜
昭
和
1
2年
こ
ろ
の
消
防
車

(
渡
辺
さ
ん
提
供
)

卜
馬
橋
村
消
防
出

初
め
式
。
後
ろ
の
建
物
は

左
か
ら
小
学
校

、
村
役
場
、
万
満
寺

(
大
正
1
0年
こ

ろ
、
米
倉
さ
ん
提
供
)

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)
午後8時~11時衛生会館内

……………Q68-3756番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時

テレ ホンサービス……………………Q66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~ 午後5時

テレホンサービス……………………登66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11 時

衛生会館内……………………………S65-3430 番

市役所・支所
連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢切支所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



この数なあに?

゛103.763″

年
末
を
迎
え
、
あ
わ
た
だ
し

い
今
日
こ
の
ご
ろ
。
市
内
二
力

所
の
公
設
市
場
に
は
、
新
鮮
な

野
菜
や
海
産
物
な
ど
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
市
内
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
農
産
物
が
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。

松
戸
産
の
野
菜
と
い
う
と
、

意
外
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
市
内
に
は
農
地
が
十
万

三
千
七
百
六
十
三
町
も
あ
り
、

三
千
六
百
四
十
一
人
が
農
業
に

従
事
し
て
い
ま
す
(
平
成
三
年

度
)
。

市
内
の
農
業
は
、
近
郊
農
業

と
呼
ぱ
れ
、
野
菜
や
果
樹
が
中

心
で
す
。
近
郊
農
業
で
は
、
深

谷
ネ
ギ
や
練
馬
大
根
が
有
名
で

す
が
、
松
戸
の
代
表
的
な
野
菜

は
ネ
ギ
。
作
付
面
積
が
全
農
地

の
約
三
割
を
占
め

、
特
に
「
矢

切
ネ

ギ
」
は
、
そ
の
品
質
の
良

さ
か
ら
、
料
亭
な
ど
に
も
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

果
樹
の

代
表
は
、
な
ん
と
い

っ
て

も
ナ

シ
。
二
十
世
紀
ナ
シ

が
松
戸
原
産
で
あ
る
こ

と
も
あ

り
、
重
要

な
農
産
物
。
観
光
梨

園
も
あ
っ
て

、
皆
さ
ん
に
は
身

近
な
食
べ
物
で
す
。

全
国
各
地
の
名
産
も
良
い
け

れ
ど
、
時
に
は
松
戸
生
ま
れ
の

食

べ

物
も

味
わ

っ
て

く
だ

さ

い
。
身
近
な
だ
け
に
、
新
鮮
で

お
い
し
さ
も
ひ
と
し
お
で
す
よ
。

長
崎
県
に

本
部
の
あ
る
同
人

誌
「
コ

ス
モ
ス

文
学
」
が
主
催

す
る
「
コ
ス
モ
ス
文

学
新
人
賞
」

(
童
話
部
門
)
を
受
賞
し

た
。

作
品
は
「
お
ん

ば
の
話
」
と
い

う
短
編
で

あ
る
。

「
お
ん
ば
」
と
は
、
東
北
地

方
の
方
言
で

、
お
ば
あ
さ
ん
の

こ
と
。
孫
た
ち
に
昔
の
話
を
語

っ
て
聞
か
せ

る
形
に
な
っ
て
お

り

、
方
言
が
郷
愁
を
感
じ
さ
せ

る
。「

受
賞
を
知
っ
た
と
き
に
は

正

直
言
っ
て

び
っ
く
り
し

ま
し

た
。
自
信
を
持
っ
て
も
い
い
の

か
し
ら
と
、
と

ま
ど
い
ま
し
た

ね
」
と
、
受
賞
の
喜
び
を
謙
虚

に
語
る
。

今
回
の
受
賞
作
「
お
ん
ば
の

話
」
は
、
森
に

道
路
を
通
す
た

め
に
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
一

本
の
カ

エ
デ
の

木
の
話
。
子

供

に
読
ん
で

聞
か
せ
る
こ

と
も
で

き
る
し
、
大
人

が
読
ん
で

も
面

白
い
。
自
然
破
壊
へ
の
警
告
と

も
読
め
る
。

「
読
む
人
に
よ
っ
て

、
い
ろ

い
ろ
感
じ

方
は
違
い

ま
す
ね
。

そ
れ
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
の

は
う
れ
し
い
も
の
で

す
」

古
田

さ
ん
は
、
一
日
に

少
な

く
と
も
二
～
三
蒔
間
は
机
に
向

か
う
と
い

う
。
少
し

前
に
勤
め

を
や
め
た
ば
か
り
で
現
在
は
休

職
中
な
の
で
、
一
日

中
机
に
向

か
っ
て
い

る
こ

と
も
少
な
く
な

い
。
書
く
こ
と
に
は
時
間
を
惜

し
ま
な
い
人
で
あ
る
。

ま
た
、
作
品
を
産
み
出
す
た

め
の
努
力
も
欠
か
さ
な
い

。

「
書
く
こ

と
は
、
自
分
を
深

め
る
こ
と
な
ん
で

す
。
い
ろ
い

ろ
調
べ
た
り
、
勉
強
し
て
い
き

ま
せ

ん
と

、
い
い
も
の
は
出
て

き
ま
せ
ん
か
ら
」

ソ
フ
ト
な
語
り
口
だ
が
、
書

く
こ

と
に

対
す
る
こ

だ
わ
り
を

感
じ
さ
せ
る
。

手
が
け
る
作
品
は
幅
広
く

、

童
話
以
外
に
、
小
説
、
詩
、
戯

曲
な
ど
に

も
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い

る
。
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と

し
て

、
大
き
な
構
想
の
も
と
に

長
編
小
説
も
執
筆
中
と
の
こ
と
。

こ

れ
か
ら
も
、
執
筆
の
題
材

を
探
し

、
言
葉
に
表
わ
し
て
い

く
こ
と
で

、
歩
み
続
け
て
い
く

こ

と
で

あ
ろ
う
。

(
高
塚
新
田
在
住
)

コスモス文学新人賞

(童話部門) を受賞した

古田陽子に

書くことに自分を賭ける

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮ったスナップ写真( 街の話題・

身近な出来事など) をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

黯広報課

アマチュア洋画展で銀賞

石井光さん(栄町)

「外を歩く のは健康にもいいですからね」

石井光さんは、休日にはよく絵の道具を持っ

て出掛けるそうです。描くのはほとんどが風

景画。持ち歩く のに便利な8 号や10 号程度の

比較的小さな作品が多いとか。

日曜画家ら が日ごろ磨いた自慢の腕前を競

う、「第10ロアマチュア洋画展」で銀賞を受賞

した、「堤」も野田市内の土手をかいたもので、

10号の大きさ。

絵は10年前の転職を機に始めたそうで「好

きでかくだけです」と言いながらも、同じ場所

に納得のいくまで足を運ぶこともしばしば。

「受賞にびっくりしています。ゑは自分の

ペースで楽しめるので、これからもかき続け

たい」と、受賞の喜びを語っていました。

受
賞
お
め
で
と
う馬橋北小3年・石山 大くん

石山大くんが書いた「とある君とほたる」

が、「第40回手足の不自由な友と交流の作文と

図画コンクール」の作文部門で知事賞に輝き

ました。

石山くんには、夏になると遊びに行くおぱ

あちゃんのロッジで毎年のように会う、とあ

る君という友達がいます。今年の夏は一緒に

ホタルを見に行きました。その時の様子を書

いて夏休みの宿題の一つとして提出していた

作文が、今回の受賞となりました。

「作文はあんまり得意じゃない。得意なの

は体育。リレーの選手なんだ」と元気いっぱ

いの石山くんでした。

手

足

の

不

自

由

な

友

と

交

流

の

作

文

で

知

事

賞
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